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総代会提出議案 

全議案が可決承認される
　6月26日（水）、前橋市大友町の農業共済会館において第10回通常総代会を総代264名のうち260名(本

人出席 172 名、書面出席 88 名 )の出席を得て開催しました。
　清水組合長理事の挨拶に続いて、群馬県知事 ( 石坂 郁夫 県農政副
部長代読 )、群馬県議会代表（穂積 昌信 県議会農林環境常任委員会
委員長代読）、全国農業共済協会会長理事（木村 浩 建物農機具部長
代読）に祝辞をいただき、富澤 孝明 総代（渋川市）を議長に選任し

て議事に入りました。
　平成 30 年度事業報告、令
和元年度事業計画など提出
された全 13 議案は慎重に審
議された結果、原案通り可決
承認されました。承認された
議案は下記のとおりです。

全議案が可決承認される
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令和元年度 

永年勤続役員表彰
組合発展の功績者142名を表彰

 総代会に先立ち、組合発展のために
ご尽力された方々に表彰を行いました。
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߹बͷѫࡰ
　組合員の皆様には、日頃より農業保険事業の運営に格別のご理

解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。

　去る、６月２６日に開催された「第１０回通常総代会」において、

引き続き、第５期目の組合長理事として選任されました。

　昨年４月の法改正により農業災害補償法から農業保険法に名称

が変更となり農業共済制度が大幅に見直されたことに加え、新た

に本年１月から収入保険制度がスタートしました。これは、「備え

あれば憂いなし」の農業生産体制を構築し、農業者へのサービス

向上と時代の変化を踏まえた、負担軽減を実現させる第一歩となっています。農業者は自由な

経営判断に基づき補償の充実が図られるようになりました。

　近年は予想をはるかに超える自然災害が多発しております。そういった災害等に備えるべく、

国の災害対策の根幹をなす両制度の普及を我々NOSAI 職員は目指してまいります。また、被害

を受けられた組合員へ早期に共済金を支払うことによって、農業経営のセーフティネットとし

ての機能を十分に発揮できますよう努めてまいります。

　今後とも、農業経営の安定と地域農業の振興のため、役職員一丸となって組合員皆様の期待

に応えますよう努めてまいりますので、ご支援とご協力をお願い申し上げ、就任の挨拶といた

します。

　任期満了に伴う役員の

改選が行われ、第 10 回

通常総代会において理

事 16 名、監事 3名の計

19名が選任されました。

任期は令和元年 7 月 1

日から令和 4年 6 月 30

日までの 3年間です。

新
役
員
紹
介

新
役
員
紹
介

清水 聖義　組合長理事

石田 信郎　専務理事 後藤 幸三　副組合長理事

新井 雅博　理事 山本 龍ɹ理事

山形　隆　理事

中澤 恒喜　監事

須田 定俊　理事

掛川 信彦　理事

広田 正美　理事

小渕　詔　理事

上原 德夫　理事

松井 富雄　理事

阿部　信　理事

井上 豊　理事

外丸 茂樹　理事

青木 繁雄　理事

栗原 実　監事金子 正一　監事
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本
　

恭

明

　

〃　

関

口　

祝

嘉

高
崎
支
所

高
崎
市

新

井
　

一

美

　

〃　

佐

藤
　

定

夫

　

〃　

吉

井
　

徹

　

〃　

小

島
　

茂

寄

　

〃　

田

角
　

悦

恭

　

〃　

長

井
　

均

　

〃　

峯

岸
　

德

孝

　

〃　

今

井　

隆

　

〃　

塚

越　

高

男

　

〃　

塚

越
　

正

敏

　

〃　

堤
　

頼

康

　

〃　

五
十
嵐
　
和
好

　

〃　

町

田
　

守

章

　

〃　

反

町
　

照

一

　

〃　

田

口　

正

一

　

〃　

清

水
　

隆

明

　

〃　

沢

田　

和

孝

　

〃　

板

山　

知

敬

　

〃　

五
十
嵐　

直
志

　

〃　

植

木
　

健

治

　

〃　

蜂
須
賀　

隆
広

　

〃　

羽

鳥
　

博

美

　

〃　

坂

井
　

正

　

〃　

清

水
　

明

雄

　

〃　

森

山
　

明

　

〃　

小
和
瀬
　
眞
一

　

〃　

瀧

野
　

哲

司

　

〃　

塚

越
　

国

男

　

〃　

深

井　

紘

　

〃　

須

賀
　

隆

夫

安
中
市

川

崎　

宇

一

　

〃　

須

賀
　

喬

　

〃　

猿

谷
　

豈

性

　

〃　

櫻

井　

良

一

　

〃　

宮

澤
　

忠

信

　

〃　

内

田
　

忠

雄

　

〃　

小

島
　

孝

一

　

〃　

相

川
　

輝

雄

　

〃　

小

崎
　

一

　

〃　

長

岡
　

義

康

　

〃　

山

崎
　

和

好

　

〃　

大

貫
　

晃

　

〃　

河

原
　

隆

　

〃　

小

金

沢
　

実

藤
岡
支
所

藤
岡
市

黒

澤
　

富

雄

　

〃　

根

岸
　

正

夫

　

〃　

針

谷
　

一

詩

　

〃　

浅

見　

健

司

　

〃　

関

口
　

紀

由

　

〃　

小

暮
　

久

男

　

〃　

八

木
　

広

之

　

〃　

浦

部　

隆

高
崎
市
吉
井
町

新

井
　

淳

一

　

〃　

篠
崎　

喜
久
夫

　

〃　

金

澤
　

文

雄

　

〃　

田

中
　

道

教

神
流
町

飯

塚
　

英

夫

上
野
村

今

井
　

和

久

富
岡
支
所

富
岡
市

小

林
　

俊

也

　

〃　

野

口
　

厚

司

　

〃　

山

田
　

貴

之

　

〃　

磯

貝
　

榮

一

　

〃　

新

井
　

敏

夫

　

〃　

山

内　

憲

夫

　

〃　

清

水
　

一

夫

　

〃　

新

井
　

明

良

　

〃　

大

手
　

正

博

　

〃　

伊

藤
　

保

　

〃　

岩

井
　

貴

志

下
仁
田
町

堀

口
　

一

治

　

〃　

神

戸
　

邦

男

　

〃　

高

橋　

寛

之

　

〃　

佐

藤
　

一

夫

　

〃　

大

澤
　

善

正

南
牧
村

掛

川
　

正

明

　

〃　

岩

井
　

壽

男

　

〃　

黒

澤
　

隆

則

甘
楽
町

田

村
　

一

郎

　

〃　

宇
佐
美
　
武
良

　

〃　

齊

藤　

秀

雄

　

〃　

高

橋
　

茂

中
之
条
支
所

中
之
条
町

小

栗
　

芳

雄

　

〃　

齋

藤
　

洋

行

　

〃　

齋

藤　

晴

久

　

〃　

原

澤
　

保

明

　

〃　

茂

木
　

真

一

東
吾
妻
町

大

塚　

直

毅

　

〃　

齊

藤
　

哲

男

　

〃　

田

村
　

伴

幸

　

〃　

日

野
　

近

吉

　

〃　

大

塚
　

秋

則

長
野
原
町

篠

原
　

憲

一

嬬
恋
村

土

屋
　

福

男

高
山
村

平
形　

貴
久
雄

　

〃　

林
　

利

雄

沼
田
支
所

沼
田
市

関
　

武

雄

　

〃　

松

永　

幸

雄

　

〃　

中

澤　

益

夫

　

〃　

松

井
　

金

良

　

〃　

西
山
　
芳
太
郎

　

〃　

安

原
　

文

雄

　

〃　

藤

塚
　

修

身

　

〃　

新

木　

勇

　

〃　

池

田　

久

富

　

〃　

井

上
　

嘉

輝

　

〃　

津

久

井
　

茂

片
品
村

星

野
　

明

　

〃　

金

子　

桂

介

川
場
村

齊

藤　

武

光

　

〃　

外
山　

政
太
郎

み
な
か
み
町

増

田
　

豊

次

　

〃　

石

坂
　

尚

司

　

〃　

髙

橋　

市

郎

　

〃　

鈴
木
　
八
一
郎

　

〃　

森

下
　

一

郎

　

〃　

木

内
　

満

　

〃　

吉

澤
　

常

夫

昭
和
村

竹
之
内
　
信
一

　

〃　

山

後
　

芳

範

太
田
支
所

太
田
市

森

尻
　

芳

伯

　

〃　

堤
　

康

一

　

〃　

石

井
　

真

澄

　

〃　

澁

澤
　

滋

夫

　

〃　

村

岡
　

友

次

　

〃　

大

谷　

孝

　

〃　

遠

藤　

弘

一

　

〃　

須

永
　

正

己

　

〃　

須

藤　

征

俊

　

〃　

尾

島
　

節

春

　

〃　

浅

海　

清

　

〃　

小

堀
　

順

司

　

〃　

長

島
　

保

雄

　

〃　

今

井
　

善

實

　

〃　

清

水
　

一

明

　

〃　

福

島　

才

吉

　

〃　

齋

藤
　

森

雄

　

〃　

青

木
　

利

夫

　

〃　

小

堀
　

勝

美

　

〃　

清

水
　

富

夫

　

〃　

清

水
　

勝

彦

　

〃　

越

塚
　

順

一

み
ど
り
支
所

み
ど
り
市

武

井　

昌

義

　

〃　

岩

﨑
　

吉

男

　

〃　

鏑

木
　

健

吉

　

〃　

石

原
　

茂

樹

　

〃　

金

子
　

昇

桐
生
市

小

池　

英

俊

　

〃　

井

田　

輝

美

　

〃　

中

村　

耕

作

　

〃　

蛭

間　

重

穂

　

〃　

早

川
　

義

雄

館
林
支
所

館
林
市

小

暮
　

薫

　

〃　

小

倉
　

佐

行

　

〃　

藤

倉
　

和

夫

　

〃　

森

田
　

利

男

　

〃　

石

塚　

栄

一

　

〃　

須

永
　

和

男

　

〃　

石

川
　

岩

吉

　

〃　

井

汲
　

眞

治

　

〃　

吉

田　

守

　

〃　

坂

本
　

義

明

板
倉
町

岡

野
　

安

男

　

〃　

根

岸　

尚

之

　

〃　

宇
治
川
　
和
夫

　

〃　

針
ケ
谷
　
稔
也

　

〃　

坂

田
　

瞬

一

　

〃　

福

島　

豊

　

〃　

小
野
田
　
栄
吉

　

〃　

田

嶋
　

一

郎

　

〃　

荻
野
　
卯
一
郎

　

〃　

大

杉
　

定

雄

　

〃　

高

際
　

良

一

明
和
町

篠

原
　

和

浩

　

〃　

須

藤　

征

幸

　

〃　

島

田
　

貴

好

　

〃　

渡

辺
　

宏

千
代
田
町

栗

原
　

寛

　

〃　

吉

永　

清

　

〃　

加

藤
　

松

夫

　

〃　

杉

田　

新

六

大
泉
町

野

村　

晴

也

　

〃　

栗

原
　

規

夫

邑
楽
町

小

林
　

俊

三

　

〃　

天

谷　

雄

一

　

〃　

高

田
　

和

芳

　

〃　

金
子
　
万
喜
夫

　

〃　

藤

江　

幹

男

　

〃　

村
上
　
喜
久
一

損
害
評
価
会
委
員

（
審
議
委
員
）
名
簿

令
和
元
年
6
月
26
日
（
敬
称
略
）

前
橋
支
所

前
橋
市

神

宮

憲

興

　

〃　

亀

井

和

雄

　

〃　

桐

生　

信

明

　

〃　

池

田　

義

久

　

〃　

八
木
原　

健
雄

　

〃　

綿

貫　

恒

好

　

〃　

井

上　

昌

和

　

〃　

木
村　

英
太
郎

　

〃　

原　

義

男

　

〃　

江

尻　

定

義

渋
川
支
所

渋
川
市

長

岡　

修

治

　

〃　

山

口　

治

一

　

〃　

狩

野　

光

男

　

〃　

奥

泉　

安

六

吉
岡
町

原

沢　

勉    

榛
東
村

飯

塚　

永

一

伊
勢
崎
支
所

伊
勢
崎
市

岩

佐　

泰

伸

　

〃　

阿

部　

廣

　

〃　

阿
久
津　

一
雄

　

〃　

小

暮　

幸

男

玉
村
町

関

口　

祝

嘉

　

〃　

松

下　

博

高
崎
支
所

高
崎
市

塚

越　

高

男

　

〃　

田

口　

正

一

　

〃　

蜂
須
賀　

隆
広

　

〃　

深

井　

紘

　

〃　

沢

田　

和

孝

　

〃　

板

山　

知

敬

　

〃　

五
十
嵐　

直
志

　

〃　

今

井　

隆

安
中
市

川

崎　

宇

一

　

〃　

櫻

井　

良

一

藤
岡
支
所

藤
岡
市

浅

見　

健

司

　

〃　

浦

部　

隆

　

〃　

田

沼　

清

高
崎
市
吉
井
町

篠
崎　

喜
久
夫

富
岡
支
所

富
岡
市

山

内　

憲

夫

下
仁
田
町

高

橋　

寛

之

甘
楽
町

齊

藤　

秀

雄

中
之
条
支
所

中
之
条
町

齋

藤　

晴

久

　

〃　

小

林　

義

昭

　

〃　

金

井　

国

博

東
吾
妻
町

剣

持　

忠

吾

　

〃　

大

塚　

直

毅

　

〃　

宮

崎　

佼

高
山
村

平
形　

貴
久
雄

沼
田
支
所

沼
田
市

中

澤　

益

夫

　

〃　

新

木　

勇

　

〃　

松

永　

幸

雄

　

〃　

池

田　

久

富

片
品
村

金

子　

桂

介

川
場
村

齊

藤　

武

光

　

〃　

外
山　

政
太
郎

み
な
か
み
町

生

方　

眞

　

〃　

髙

橋　

市

郎

昭
和
村

羽

鳥　

栄

治

太
田
支
所

太
田
市

大

谷　

孝

　

〃　

遠

藤　

弘

一

　

〃　

須

藤　

征

俊

　

〃　

浅

海　

清

　

〃　

福

島　

才

吉

み
ど
り
支
所

み
ど
り
市

武

井　

昌

義

桐
生
市

小

池　

英

俊

　

〃　

井

田　

輝

美

　

〃　

中

村　

耕

作

　

〃　

蛭

間　

重

穂

館
林
支
所

館
林
市

石

塚　

栄

一

　

〃　

吉

田　

守

板
倉
町

根

岸　

尚

之

　

〃　

福

島　

豊

明
和
町

須

藤　

征

幸

千
代
田
町

吉

永　

清

　

〃　

杉

田　

新

六

大
泉
町

野

村　

晴

也

邑
楽
町

天

谷　

雄

一

　

〃　

藤

江　

幹

男

県
農
政
部
技
術
支
援
課
普
及
指
導
室
長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
吉

岡　

正

明

県
農
政
部
蚕
糸
園
芸
課
絹
主
監
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
岡

野　

俊

彦

県
農
政
部
蚕
糸
園
芸
課
次
長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
小

山　

聡

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
田

村　

利

行

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
園
芸
部
長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
小

泉　

丈

晴

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
稲
麦
研
究
セ
ン
タ
ー
長
―
―
―
―
―
―
高

畑　

浩

之

県
蚕
糸
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
須

関　

浩

文

県
農
政
部
畜
産
課
長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
富

田　

孝

県
畜
産
試
験
場
長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
砂

長　

伸

司

県
家
畜
衛
生
研
究
所
長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
高

橋　

泰

幸

県
食
肉
衛
生
検
査
所
長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
岸　

秀

樹

県
総
務
部
消
防
保
安
課
長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
稲

原　

信

行

Ｊ
Ａ
群
馬
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
部
長
―
―
―
―
―
―
―
神

宮　

博

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
群
馬
県
本
部
園
芸
部
長
―
―
―
―
新

井　

豊

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
群
馬
県
本
部
畜
産
農
産
部
長
―
―
宮

内　

弘

人

群
馬
県
農
業
会
議
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
―
―
―
―
―
―
―
―
髙

橋　

英

二

群
馬
県
米
麦
大
豆
振
興
協
会
事
務
局
長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
藤

井　

徹

群
馬
県
園
芸
協
会
事
務
局
長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
柏　

昌

宏

群
馬
県
獣
医
師
会
家
畜
衛
生
管
理
事
業
委
員
長
―
―
―
―
―
―
高

橋　

信

雄

群
馬
県
家
畜
共
済
指
定
獣
医
師
代
表
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
早

部　

正

浩

Ｓ
Ｄ
企
画
設
計
代
表
取
締
役
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
鈴

木　

俊

春

群
馬
県
農
業
共
済
組
合
事
業
部
長
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
小

野　

和

則

群
馬
県
農
業
共
済
組
合
中
央
家
畜
診
療
所
長
―
―
―
―
―
―
―
櫛

渕　

甚

司

関
係
機
関



89

ฏ��࣮ۀࣄ

ฏ��

ඃʹରͯ͠ ૯ֹ��ԯ����ສԁ༨Λ支͏ɻ

純財産の状況ɹ֤צۀࣄఆʹ͓͚Δ७࢈ࡒͷঢ়گԼදͷͱ͓ΓͰ ɻ͢ʢฏ���݄��ࡏݱʣ

˞̍ɽ๏ఆੵཱۚɺۚࡁڞͷ支͍ʹॆͯΔݯࡒͰ͢ɻ
ɹ̎ɽಛผੵཱۚɺۚࡁڞͷ支͍ʹॆͯΔݯࡒͷ΄͔ɺଛۀࣄࢭʹॆͯΔݯࡒͰ͢ɻ
ɹ̏ɽ߹ܭઍԁҎԼΛޒࣺ࢛入ͷͨΊҰக͠ͳ͍ɻ

ۀࣄࡁڞ
Ҿɹɹड Ոෛ୲

ֻɹɹۚ
ʢઍԁʣ

支ɹɹ
Ҿडށ
ʢށɾ݅ʣ

Ҿडྔ
ʢIBɾ಄ɾശɾ౩ʣ

ֹۚࡁڞ
ʢઍԁʣ

支
ʢށɾ݅ʣ

ۚࡁڞ
ʢઍԁʣ

੍ࡁڞ

ਫ Ҵ ����� ށ ������IB ������� ����� ��� ށ �����
ഴ ށ��� �����IB ������� ����� ��� ށ �����

Ո ச ށ��� �������಄ �������� ������ ��� ށ ������
Γ Μ ͝ ށ��� ���IB ������ ���� �� ށ �����
ͳ ͠ ށ�� ���IB ����� ���� � ށ ���
େ ౾ ށ�� ����IB ����� ��� � ށ ����
ࢋ ຨ ށ�� �����ശ ����� ��� �� ށ ���
Ԃ ܳ ࢪ ઃ ���� ށ ������౩ �������� ������ ��� ށ �����
ܭ ����� ށ �������� ������ ���� ށ ������

ҙࡁڞ ݐ  ����� ݅ �������౩ ���������� ������ ��� ݅ ������
߹ɹܭ ���������� ������� �������

˞̍ɽՈசࡁڞͷҾडɺ)���� ݄͔Βͷ੍վਖ਼ҾडΛؚΜͰ߹͍ͯ͠ܭ·͢ɻ
ɹ̎ɽՈசࡁڞͷ支ށɺࢮഇɾපইނࣄͷ߹ށܭͰ͢ɻ
ɹ̏ɽ߹ܭઍԁҎԼޒࣺ࢛入ͷͨΊҰக͠ͳ͍ɻ

۠ɹɹ
࡞ࡁڞ
ɹɹఆצ
ʢઍԁʣ

Ոசࡁڞ
ɹɹఆצ
ʢઍԁʣ

Ռथࡁڞ
ɹɹఆצ
ʢઍԁʣ

ാ࡞ࡁڞ
ɹɹఆצ
ʢઍԁʣ

Ԃܳࢪઃࡁڞ
ɹɹɹఆʢઍצ

ԁʣ

ҙࡁڞ
ɹɹఆצ
ʢઍԁʣ

߹ɹܭ
ʢઍԁʣ

લظ७࢈ࡒ ������� ������� ������ ������� ������� �������� ��������
ɹ๏ఆੵཱۚ ������ ������ ������ ������ ������ ������� �������
ɹಛผੵཱۚ ������� ������ ������ ������ ������ ������� ��������
ظ༨ۚ � � ��� � ����� ����� �����
ظෆۚ �� ����� � � � � �����
ظ७ܭ߹࢈ࡒ ������� ������� ������ ������� ������� �������� ��������

ฏ��ۀ収支ֹܾ͓ࢉΑͼ
ྩݩۀ収支༧ֹࢉ

◦平成30年度 収支決算　（単位千円）

◦令和元年度 収支予算　（単位千円）

˞̍ɽฏ��ܾٴࢉͼྩݩ༧ࢉɹʮ収入ɿצۀࣄఆड入ʯɺଛۀࣄࢭͷͨΊצۀࣄఆੵཱۚΛऔ่͠ɺड入ͨ͠ͷͰ͢ɻ
ɹ̎ɽྩݩ༧ࢉɹʮ収入ɾҾۚऔ่ʯʹɺौ支ॴݐઃʹ͏ݐઃҾۚ入ͱిثػࢉ入ସ͑ʹͱͳ͏ࣄػցԽҾۚ入ؚ͕·Ε͍ͯ·͢ɻ
ɹ̏ɽྩݩ༧ࢉɹʮ支出ɾͦͷଞ支出ʯʹɺ༗ݻܗఆ࢈ࢿऔಘʹͱͳ͏ौ支ॴऔಘඅٴͼిثػࢉಋ入අؚ͕·Ε͍ͯ·͢ɻ

平成30年度支出は、効率的な運営に努めた結果、総額15億9,128万円余となりました.

令和元年度は、農業共済事業と収入保険事業のさらなる推進により、農家経営の安定に向けた取組みを図る

ため、引き続き効率的な業務運営により、安定した組織運営を目指します。
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邑
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〃　

松
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光
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〃　

村

田　

博

史

　

〃　
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口　

好

正

　

〃　

新

井　

俊
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〃　

三
ツ
井　

秀
夫

　

〃　

間

下　

藤

雄

職
員

反

町　

敬

樹

他
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名

損
害
評
価
会
委
員

（
調
査
委
員
）
名
簿

令
和
元
年
6
月
26
日
（
敬
称
略
）

前期繰越金
6,012
0%

補助金
（国庫・県費等）
596,364
37％

賦課金
157,680
10％

受取利息
282,968
18％

事業勘定受入
512,663
32％

引当金取崩
115
0％

その他収入
6,485
0％

受託収入
28,995
2％

人件費
933,967
59％

業務経費等
195,760
12％

普及推進費
141,732
9％

施設費
75,200
5％

損害評価・防止費
59,767
4％

事業勘定繰入
4,146
0％

その他支出
175,041
11％

繰延残金繰入
5,669
0％

収入 支出

収入計
1,591,282
100％

支出計
1,591,282
100％

人件費
998,863
46%

業務経費等
313,526
15%

普及推進費
155,203
7%

損害評価・
防止費
80,159
4%

事業勘定繰入
3,984
0%

その他支出
508,394
24%

繰延残金繰入
0
0%

収入 支出

支出計
2,145,940
100%

前期繰越金
5,669
0％

補助金
（国庫・県費等）
546,375
25％

受取利息
272,000
13％

賦課金
148,839
7％

受託収入
52,027
2％

引当金取崩
590,807
28％

事業勘定受入
525,039
24％

その他収入
5,184
0%

収入計
2,145,940
100%

施設費
85,811
4%
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■　東部グループ ■　北部グループ

■　西部グループ ■　中部グループ

私たちがお伺いします！！
～各支所・各地区家畜診療所紹介～

ྩݩ�݄1ࡏݱ

農業保険やNOSAIに関する
ご不明な点は気軽にお問い合わせください！！

前橋支所

沼田支所

北部地区家畜診療所

太田支所

富岡支所

高崎支所

伊勢崎支所

渋川支所

中之条支所みどり支所

館林支所

藤岡支所

三列目）　　　　齋藤、高橋、近藤、榊原
二列目）　　 植木、大嶋、関統括支所長、熊川、平井
一列目）中島、矢口、山田、阿久澤、船越、小野

三列目）　　　　根岸、高橋淳、石田
二列目）　　栗田、須永、細野、田村
一列目）生方、高橋友、萩原統括支所長、田中、武井

萩原、佐藤、須藤所長、五十嵐、阿久澤

三列目）　齊藤、篠田
二列目）吉澤、村田支所長、中村
一列目）鈴木、今井、久保田、永倉

三列目）　　　中野
二列目）笠原、小山、田村
一列目）　　飯塚支所長、小林

二列目）小林、中澤、野中、飯塚勝、桑原、小見
一列目）原、八木、永井、飯塚高統括支所長、太田、大澤、岡田

二列目）　浅見、細谷、天田、田嶋
一列目）小柏、金子、内山支所長、菅原、川島

二列目）奥田、小林、石原、中野、田嶋
一列目）　栁田、宮田支所長、酒井、伊藤

二列目）久住、高橋、蜂須賀、後藤、島村
一列目）　中島、冨澤支所長、岡田、小野

二列目）　　　　田中、飯島
一列目）吉澤、関口、長倉支所長、阿部、伊藤

三列目）菊池、金澤、十川、片柳
二列目）　　川村、西潟、柳田
一列目）越澤、茂木統括支所長、小島、内海

二列目）関根、小堀、田村
一列目）田中、中里支所長、岩松

二列目）樺澤、山口、渡辺
一列目）霜田、濱名所長、吉澤

中部地区家畜診療所
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　昨年９月から日本各地で豚コレラが発生していますが、治療法もなく未だ終息が見られません。
豚コレラは豚やいのししに感染する病気で、感染力が非常に強く感染豚は、高熱や食欲不振、体
表のチアノーゼなどの症状を示し、致死率も高いのが特徴です。
　感染豚の発生した農場では、飼養されている豚は全て殺処分されるため、経営を大きく揺るが
す恐ろしい感染症です。
　県内においては、前橋市や高崎市が豚コレラ対策を発表し、前橋市では70戸の農家を対象に
消石灰または逆性石鹸を配布。高崎市でも25戸の農家を対象に逆性石鹸を配布しました。
　その甲斐もあり、県内での発生は今のところ確認されておりませんが、まだまだ油断はできま
せん。NOSAI も養豚農家へ訪問する際は、車両や履物の消毒を行う等の予防衛生対策を行い、
感染の未然防止を徹底しています。ちなみに豚コレラは、人に感染することはなく、また感染豚
の肉が市場に出回ることはありません。仮に豚コレラにかかった豚の肉や内臓を食べても人体に
影響はありません。

　収入保険は青色申告の申告内容により、過去5年の収入の平均と、当年の予想収入を比較し、「基
準収入」を定めます。当年の収入が基準収入を下回った場合に、加入者が選択した補償割合等の
範囲で補填する制度です。
　保険期間の損害額は税申告後に算定しますが、対象農産物等の収穫量もしくは、出荷量の減少・
品質の低下あるいは、価格の低下等により、農業収入金額が9割（補償限度額9割「保険方式
8割＋積立方式 1割」を選択した場合）を下回ることが見込まれる場合は、「事故発生の連絡」
をお願いしています。

≪事故発生の連絡が必要な例≫
○�台風などの自然災害により園芸施設や圃場が被害を受け計画していた栽培ができなくなった。
○�作付け開始前や収穫期にケガをしてしまい、作付けや収穫ができなくなった。
○�苗のできが悪く計画面積どおりの定植が出来なくなり、苗を購入しようとしたが手配できな
かった場合

家畜共済
豚コレラの脅威について（人への影響は？）

収入保険
事故発生の連絡について

～
振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！
～

　
県
内
で
は
、
み
な
さ
ん
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
狙
っ
た
振
り
込

め
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

【
犯
行
事
例
】

①…

　
警
察
官
を
名
乗
り
、
自
宅
に
電
話
が
架
か
っ
て
く
る
。

①�

　
息
子
や
孫
を
名
乗
っ
て
、
現
金
を
要

求
す
る
電
話
が
架
か
っ
て
き
た
ら
、
必

ず
一
度
電
話
を
切
っ
て
、
本
人
に
確
認

し
て
下
さ
い
。

　�

　
警
察
官
や
金
融
機
関
の
職
員
な
ど
を

名
乗
り
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
関
す
る

電
話
が
架
か
っ
て
き
た
ら
、
最
寄
り
の

警
察
署
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

②�

　
お
金
に
関
す
る
こ
と
は
、
自
分
一
人

で
決
め
な
い
で
、
家
族
や
周
囲
の
人
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
警
察
署
で
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

③�

　
振
り
込
め
詐
欺
の
犯
人
は
、
自
宅
の

加
入
電
話
に
電
話
を
架
け
て
き
ま
す
。

　�

　
留
守
番
電
話
の

設
定
、
自
動
通
話

録
音
装
置
の
設
置

な
ど
で
、
不
審
な

電
話
を
受
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 被

害
防
止
ポ
イ
ン
ト

②
　…

銀
行
協
会
、
金
融
機
関
職
員
な
ど
を
名
乗
り
、
電
話
を
架
け
て
く
る
。

③…

　
銀
行
協
会
等
の
職
員
を
名
乗
っ
た
者
が
、
自

宅
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
り
に
来
る
。

④…

　
口
座
か
ら
現
金
が
引
き
出
さ
れ
る
。

○
山
警
察
の
乙
川
で
す
。

あ
な
た
の
口
座
が
不
正
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

口
座
を
止
め
る
に
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号

が
必
要
で
す
。
手
続
き
は
、銀
行
協
会
の
者
が
行
い
ま
す
。

電
話
を
待
っ
て
下
さ
い
。

銀
行
協
会
の
凸
山
で
す
。
口
座
を
止
め
る

手
続
き
の
た
め
に
暗
証
番
号
を
教
え
て

下
さ
い
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
り

に
職
員
を
あ
な
た
の
家
に
行
か
せ
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
り
ま
す
。
手
続
き
が
終

わ
れ
ば
、
お
返
し
し
ま
す
。

群馬県警察からの
おしらせ

詐欺に関する相談は
振り込め詐欺等防止
ホットラインへ

☎０２７‐２２４‐５４５４
ぐんまちゃん のうさぎちゃん

あなたのキャッシュカードが狙われています !

事故発生通知は必ず最寄りのNOSAI まで連絡してください。
その他、ご不明な点につきましても、お気軽にお問い合わせください。
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「農業に向き合う」

「地域を盛り上げたい」
　片品村花咲で農業を営む今村さんは、同村で農業のアルバイトがきっか
けで就農し、豊かな自然と四季折々の色を持つ片品村に魅せられ今年で
１０年になります。
　就農後最初の３年間は、近くのトマト農家で栽培技術など学び、現在
は夫婦でビニールハウスにトマト（約 30㌃）と、トウモロコシ（約 20㌃）
を栽培しています。
　「農業は自分で決められて、手をかけた分だけ返ってくる。気象も毎年
違うので、天候により自ら工夫できることが面白い。体も頭も使うので
健康にもなれます」と笑顔で話す今村さん。
　「これからも農業をしっかりやりつつ、色々なことに挑戦して、地域を盛り上げていきたい」
と力強く語ってくれました。

　みどり市笠懸町の武井さんは、１６０㌃の畑で様々な野菜に幅広く取り組
むほか、採卵鶏約４７０羽を飼養しています
　昌義さんは昭和４９年に就農後、平成 11年までは、トマトをメインに栽
培していました。その間に、徐々に栽培品目を増やし、地元のＪＡから直
売所などに販路を拡大してきました。現在は、自身の似顔絵入りの「武井
農園ブランドシール」を貼り、鶏卵には採卵日を記載するといった商品の
付加価値を高めるために工夫を凝らした取り組みを行っています。
　今後について昌義さんは、「息子が農業を継いでくれているが、自分も
体調管理をしっかり行い生涯現役で頑張っていきたい」と語ってくれま
した。

「生涯現役で農業を」

　藤岡市小林の根岸さんは、母と妹の３人でイチゴ２７㌃を栽培しているほか、
水稲１２．５㌶、麦１８．２㌶を栽培している法人ふじおかの代表として活躍して
います。幼少時代から両親の手伝いで豚の給餌、養蚕、イチゴ栽培をしており、
一旦はサラリーマンとして社会人となりましたが、３０歳を機に就農を決意し
ました。「農業は気候に左右され、毎年管理条件が違います。初心を忘れず、日々、
勉強です」と話します。
　今後の抱負は、「健康でいることです。そして、法人代表を務めているので
構成員の声を拾いあげて、より良いものを生産していきたいです。」と笑顔で
答えてくれました。

　片品村花咲で農業を営む今村さんは、同村で農業のアルバイトがきっか

片品村花咲

今
い ま む ら

村 澄
す み こ

子さん（４２歳）

　藤岡市小林の根岸さんは、母と妹の３人でイチゴ２７㌃を栽培しているほか、　藤岡市小林の根岸さんは、母と妹の３人でイチゴ２７㌃を栽培しているほか、
水稲１２．５㌶、麦１８．２㌶を栽培している法人ふじおかの代表として活躍して水稲１２．５㌶、麦１８．２㌶を栽培している法人ふじおかの代表として活躍して
います。幼少時代から両親の手伝いで豚の給餌、養蚕、イチゴ栽培をしており、
一旦はサラリーマンとして社会人となりましたが、３０歳を機に就農を決意し
ました。「農業は気候に左右され、毎年管理条件が違います。初心を忘れず、日々、
勉強です」と話します。

藤岡市小林

根
ね

岸
ぎ し

 量
りょう

さん（５３歳）

　みどり市笠懸町の武井さんは、１６０㌃の畑で様々な野菜に幅広く取り組　みどり市笠懸町の武井さんは、１６０㌃の畑で様々な野菜に幅広く取り組
むほか、採卵鶏約４７０羽を飼養していますむほか、採卵鶏約４７０羽を飼養しています
　昌義さんは昭和４９年に就農後、平成 11年までは、トマトをメインに栽　昌義さんは昭和４９年に就農後、平成 11年までは、トマトをメインに栽
培していました。その間に、徐々に栽培品目を増やし、地元のＪＡから直
売所などに販路を拡大してきました。現在は、自身の似顔絵入りの「武井
農園ブランドシール」を貼り、鶏卵には採卵日を記載するといった商品の

みどり市笠懸町

武
た け

井
い

 昌
ま さ よ し

義さん（６７歳）

渋川市白井
道の駅こもち

˔͍߹Θͤ

道の駅こもち
〒 377-0204 　群馬県渋川市白井 2318 番地 1
TEL：0279-60-6600
営  9：00 ～ 19：00　
　（冬季 12 月～ 3 月は 18：00 閉店）
　（12 月 31 日と 1 月 2 日～ 7 日は 17：00 閉店）
　（食堂は閉店の 30 分前ラストオーダー）
㉁ 毎月第 3 火曜日、1 月 1 日・1 月の第 3 火曜と次の水曜日
アクセス　 関越自動車道渋川伊香保 IC から国道 17 号を北へ

4km、車で約 5 分

62
円

切
手

「
道
の
駅
こ
も
ち
」
よ
り

子
持
産
じ
ゃ
が
い
も
の
芋
焼
酎

と
蒟
蒻
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
赤
城

牛
の
っ
け
ご
は
ん
の
セ
ッ
ト

※
発
送
は
11
月
上
旬
を
予
定

（
抽
選
で
10
名
様
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

※
個
人
情
報
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
受
付
・
発
送
以
外
に

は
使
用
致
し
ま
せ
ん
。

　

右
記
事
項
を
記
入
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、当
選
者
は
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
部
地
区
家
畜
診
療
所
の
職
員
は
何
名
で

し
ょ
う
？

�

（
ヒ
ン
ト　
10
～
11
Ｐ
）

総
代
の
人
数
は
「
２
５
９
」
人
で
し
た
。

「道の駅こもち」プレゼント
希望と明記のうえ
①郵便番号
②住所
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥ 農業保険・広報紙について

のご意見・ご感想
⑦ クイズの答え

令
和
元
年
10
月
11
日（
金
）（
当
日
必
着
）

前橋市大友町  1-3-12

NOSAIぐんま

広報紙32号「プレゼント」係

［おもて］［うら］

応
募
締
切

キ
ー
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

前
回
の
答
え

わが町
耳より
情報

DATA

クイズに答えて商品をもらおう！
～正解者の中から抽選で10名様にプレゼント～

　
「
道
の
駅
こ
も
ち
」
は
、
渋
川
市
の
旧
子
持
村
内
に
位
置

す
る
道
の
駅
で
す
。
白
井
城
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
建
物
が
特
徴

と
な
っ
て
い
て
、
名
産
品
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
は
じ
め
と
す

る
お
土
産
が
購
入
で
き
る
「
白
井
宿
ふ
る
さ
と
物
産
館
」
の

ほ
か
、
地
元
食
材
を
使
用
し
た
料
理
が
味
わ
え
る
「
食
創
庵

（
し
ょ
く
そ
う
あ
ん
）」
な
ど
、
子
持
の
魅
力
を
楽
し
め
る
施

設
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

物
産
館
は
、
毎
朝
、
地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
、
地

元
の
方
が
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
惣
菜
な
ど
が
届
く
直
売

所
で
す
。
渋
川
市
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
た
限
定
品
の
焼

酎
「
こ
も
ち
ん
ち
」
を
は
じ
め
、
豊
富
な
種
類
の
商
品
を
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
食
材
を
堪
能
で
き
る
食
事
処
は
、
明
る
く
広
々
と
し

た
店
内
が
印
象
的
で
、
も
ち
も
ち
感
と
甘
み
が
味
わ
え
る
地

元
の
上
州
豚
を
使
用
し
た
「
上
州
豚
か
つ
丼
」
が
人
気

No.
１

メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
土
日
は
無
料
で
利
用
で
き
る
足
湯
や
、
ご

当
地
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
楽
し
め
る
「
六
斎
茶
屋
（
ろ
く
さ

い
ち
ゃ
や
）」
な
ど
た
く
さ
ん
の
施
設
が
あ
り
ま
す
の
で
、

渋
川
市
へ
お
で
か
け
の
際
に
は
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

今
後
の
予
定

８
月

◦ 

蚕
繭
（
春
蚕
繭
）
部
会
開
催

◦ 

麦
部
会
開
催

◦ 

水
稲
損
害
評
価
野
帳
等
の
配
布

９
月　

◦ 

春
蚕
繭
共
済
金
支
払

◦ 

麦
（
一
筆
方
式
）
共
済
金
支
払

◦ 

水
稲
悉
皆
調
査
（
～
10
月
）

◦ 

水
稲
抜
取
調
査
（
～
10
月
）

10
月

◦ 

収
入
保
険
加
入
申
込
受
付

◦ 

蚕
繭
（
初
秋
蚕
繭
）
部
会
開
催

◦ 

初
秋
蚕
繭
共
済
金
支
払

◦ 

広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ぐ
ん
ま

vol． 

33
」
発
行

※応募は20歳以上に限らせていただきます。
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ノーサイぐんま 検索

群馬県農業共済組合

本　所

〒371-0847　前橋市大友町1-3-12
TEL.027-251-5631　FAX.027-253-7767

中部グループ
前 橋 支 所 027-254-2070
伊 勢 崎 支 所 0270-62-9915

西部グループ
高 崎 支 所 027-344-2181
藤 岡 支 所 0274-24-3730
富 岡 支 所 0274-62-2450
北部グループ

沼 田 支 所 0278-23-5110
中 之 条 支 所 0279-75-2005
渋 川 支 所 0279-26-2600

東部グループ
館 林 支 所 0276-75-3311
太 田 支 所 0276-20-9199
み ど り 支 所 0277-76-9181
家畜診療所

中 央 家 畜 診 療 所 027-251-5631
中部地区家畜診療所 027-283-6456
北部地区家畜診療所 0278-25-3366

 Ո ˍ 野 菜 ソ Ϝ Ϧ Τ の Ո ˍ 野 菜 ソ Ϝ Ϧ Τ の� εςοϓϨシϐ
オクラと夏野菜のソーメンサラダ
ネバシャキ食感で暑さに負けない食欲をつくる

① 長イモは皮を剥き、5㎜角のサイコロ切り。ミニトマトは 4 等分。オクラ
は塩を振り両手で擦ってうぶ毛を取り除き、湯がいて薄い輪切り。

② 梅は種を取り除き、包丁で荒く切る。ボールにめんつゆと梅と①を混ぜて
おく。

③ オカヒジキは、鍋にたっぷりのお湯と 2㌫程の塩を加え（水 1㍑に対し塩
大さじ 1）沸騰させ 1 分程茹でシャキシャキ感を残す。ナメコは、さっと
湯通しし冷水で軽く流す。サラダチキンは食べやすい大きさに裂く。

④ そうめんを茹で、流水でもみ洗いし、氷水にさっとつけ水を切る。8 等分し、
フォークにクルクルと巻きお皿に盛る。

⑤ そうめんの周りに③を盛りつけ、②を乗せる。軸を切り落として細切りに
した大葉を散らして出来上がり。

長谷川 恵理子長谷川 恵理子

　オクラ、長イモのネバネバ効果と梅のさっぱり感が食欲を促し、そうめんのつる
りとした食感で暑い夏でもたっぷりたべられる。オカヒジキをモロヘイヤに変えた
り、そうめんを豆腐に変えて定番のネバネバ 1 品を作ってはいかが。
　オカヒジキは、カリウム、ナトリウム、骨を丈夫にする成分をたくさん含んでいる。
カルシウム、マグネシウム、リン、鉄分など骨を生成する上で欠かせないミネラル
成分が豊富に含まれている。

ネバネバ食材
ひと言アドバイス

材 料 作り方

表紙について

ɹ+" 前ࢢڮɹେމஓࢋ人ࣂҭηϯλʔͰɺ֤ +" ͔Β受託͞Εɺஓࢋ

ΛՈ͍ͯ͠ࢋ·͢ɻʮय़
㆗㇅㇓

ྮ
㇌ㆂ

ʷ
㆗㇇ㆄ

݄
㆒ㆤ

ʯʮদ
ㆾㆤㆈㆉ

Ԭඣ
ㆲ㇁

ʯʮϓϥνφϘʔΠʯͱ͍ͬ

ͨҰൠछ͚ͩͰͳ͘ɺ܈അΦϦδφϧछのʮ͙Μ·200ʯʮ৽
㆗㇓

খ
㆓ㆂ㆗ㆾ㇋

ੴؙʯʮݪ

छখੴؙʯʮ܈
㇓ㆾ

അࡉ
ㆻ㆝

ʯ͍ͯ͠ࢋΔͨΊɺઍ༿Ἒͱ͍ͬͨԕํ͔Β

୲当ऀ͕Λӡͼ·͢ɻ

ɹ1ສ 5ઍ಄の͕ࢋ入ͬͨίϯςφ2ຕ͕ 1ശͰɺࡱӨ当の5݄ 18 150ശ͕͞ࢋΕ·ͨ͠ɻ1ശ

（3ສ಄）͔Βຨ͕50LH 取Εɺ1ͭのຨ2H͔Β 1,400ʙ 1,500Nのੜ͕ࢳ取Ε·͢ɻ

ɹηϯλʔのೇɹ༝ً͞Μɺཱ˞͔Βࢋ·Ͱの2िؒധ·ΓࠐΈɺ3ؒ࣌͝ͱʹࣂҭࣨのԹͱ

࣪Λཧ͍ͯ͠·͢ɻʮ͜のཧΛ͔ͬ͠Γ͠ͳ͍ͱՈ͞Μ引͖ͨ͠ޙɺපؾʹͳͬͨΓͯ͠͏·͘

ҭͪ·ͤΜɻ͕େ͖ͳ事Ͱ͕͢ɺの経ݧΛ͔͠׆େ͖ͳΓ͕͍͍ͯ͡ײ·͢ɻ͜Ε͔Βօ͞

Μʹ͖͍ͩͨͯ͠ྗڠͳ͕Β܈അのཆࢋΛक͍͖͍ͬͯͨͰ͢ʯͱྗ͘ڧ͢ೇ͞Μɻզʑ/04"* ࢋຨڞ

業Λ支͍͖͑ͯ·͢ɻࢋഅのཆ܈Ͱࡁ

˞શͯの͕ࢋཛ͔Β͔͑ͬͯɺॳΊͯ㕒Λ༩͑Δ࡞業

まえばしマジョーラ※が
マルシェ（フランス語で
「市場」）を開催！

５／１７～１９の３日間、前橋市
上小出町のギャラリーＦＲＯＭま
えばしにて、マルシェが開催され
ました。コメや野菜、卵だけでな
くジャムやジュースといった加工
品、花苗も並びました。
※前橋市内の農村女性起業者の組織。

(4 人分 )
◦ オクラ�������������� 5 本
◦ 長イモ������������� 100g
◦ ナメコ�������������� 80g
◦ オカヒジキ������������ 50g
◦ ミニトマト������������ 5 個
◦ キュウリ������������� 1/2
◦ サラダチキン���������� 100g
◦ 大葉�������������� 10 枚
◦ そうめん������������� 2 束

◦ めんつゆ（3 倍希釈） ���� 大さじ 3 ～
◦ 梅���������������� 1 個

安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ぐ
ん
ま
」（
年
4
回
発
行
）

第
32
号　

令
和
元
年
7
月
19
日
発
行
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『群馬の養蚕をこれからも守り続けたい』
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夫婦で営む「長谷川農園」では、キュウリやニンジンなどを栽培している。子供
たちに農業や食の大切さを伝える食育活動なども行なっている。
野菜ソムリエ、ベジフルビューティーセルフアドバイザー、フードトレーナー


